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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成28年6月2日(2016.6.2)

【公開番号】特開2013-243360(P2013-243360A)
【公開日】平成25年12月5日(2013.12.5)
【年通号数】公開・登録公報2013-065
【出願番号】特願2013-101464(P2013-101464)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/06     (2012.01)
   Ｂ２３Ｋ  20/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   21/02     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   31/04     　　　Ｅ
   Ｂ２３Ｋ   20/00     ３１０Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月11日(2016.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接合層状構造（６０）を形成する方法であって、
　第１構造（１０）及び第２構造（２０）を供給し、
　第１構造（１０）及び第２構造（２０）のうちの少なくとも一つに過酸化亜鉛（３０）
を含む第１層を形成し、
　第１構造（１０）及び第２構造（２０）のうちの少なくとも一つに亜鉛金属（４０）を
含む第２層を形成し、
　第１構造及び第２構造の間で第１層が第２層に接触するように第１構造（１０）及び第
２構造（２０）を接触させ、
　接触した第１構造及び第２構造を処理して、亜鉛金属（４０）を酸化させ、
　接触した第１構造及び第２構造の間に酸化亜鉛（５０）を含む第３層を形成する
ことを含む方法。
【請求項２】
　前記接触した構造を処理することは、前記接触した層を１００～４００℃の範囲の温度
で加熱することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記接触した構造を処理することは、前記接触した層を５～８０ｐｓｉの範囲で加圧す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記酸化亜鉛は、前記亜鉛金属の酸化によって形成される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記酸化は、前記過酸化亜鉛によって供給される酸素によって起こる、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記酸化は、前記接触した層に供給される酸素ガスによって起こる、請求項４に記載の
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方法。
【請求項７】
　前記第１構造及び第２構造のうちの少なくとも一つはウェハを含む、請求項１から６の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　接合層状構造（６０）であって、
　第１構造（１０）及び第２構造（２０）と、
　前記第１構造（１０）及び第２構造（２０）との間で前記第１構造（１０）及び第２構
造（２０）の両方と接触する酸化亜鉛（５０）を含む層
を含む層状構造（６０）。
【請求項９】
　前記酸化亜鉛（５０）は、亜鉛金属（４０）の酸化によって前記第１構造（１０）及び
第２構造（２０）のうちの少なくとも一つに形成される、請求項８に記載の層状構造。
【請求項１０】
　前記酸化亜鉛（５０）は、前記第１構造（１０）及び第２構造（２０）を１００～４０
０℃の範囲の温度に晒すことによって形成される、請求項８に記載の層状構造。
【請求項１１】
　前記酸化亜鉛（５０）は、５～８０ｐｓｉの範囲で加圧することによって、前記第１構
造（１０）及び第２構造（２０）と接触させることにより形成される、請求項８に記載の
層状構造。
【請求項１２】
　前記酸化亜鉛（５０）は、過酸化亜鉛（３０）により前記第１構造（１０）及び第２構
造（２０）のうちの少なくとも一つに形成される、請求項８から１１のいずれか１項に記
載の層状構造。
【請求項１３】
　前記酸化亜鉛（５０）は、前記第１構造（１０）及び第２構造（２０）に供給される酸
素ガスによって形成される、請求項８に記載の層状構造。
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